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1. 緒言 

 マイクロ血液分析デバイスへの集積化を目的とした血球分離フィルタの開発を行い, MEMS 技術を

用いて流路内にマイクロ構造物を迷路構造状に作製し, 血漿成分抽出の原理実証を試みてきた [1]
. そ

の結果, 全血から赤血球成分を捕捉し血漿成分を抽出することのできる血球分離フィルタを実証した. 

しかしこの血球分離フィルタを実用に供するにはより大きな面積に構造物を作製し実証を行う必要が

ある. 現有設備ではより大きな面積に構造物を作製することが困難なため, 大きな面積を想定しその 1

辺の長さに相当する流路内にマイクロ構造物を作製し, 流路を通過する血液の血球分離状態を観察す

ることを試みた. 

 

2. 実験 

先行研究では血球分離フィルタのサイズを, 600×510μmに設定し, マイクロ構造物を配置して血球

分離フィルタを構成した. 本研究では血球分離フィルタの面積を 9,000×9,000μm と想定し, その一辺

9,000×600μm の血球分離フィルタ部を形成することを試みた. 長さ 9,000μm の領域を高倍率の顕微

鏡下での観察を容易にするため , 流路を折り曲げて顕微鏡下同一視野内で観察ができるように , 

600×3,000μm のフィルタを 3 つ作成し, 流路を S 字状に接続し, 観察を容易に出来るように設計した. 

図 1 に血球分離の仕組みを示す. 図 2 に面積を拡大したフィルタのサイズと, その 1 辺を取り出し, 流

路を蛇行させて配置した血球分離フィルタの概略図を示す. 図 3に血球分離フィルタの寸法を示す. 図

4に共焦点顕微鏡によるマイクロ構造物の画像を示す.図 5に実験に使用した基板, 図 6に実験環境を示

す.この血球分離フィルタに採血した全血を導入し, 血漿成分の抽出を試みた. その結果を図 7に示す. 

 
図 1. 血球分離の仕組み 

 
図 2. 血球分離フィルタの概要 

 
図 3. 血球分離フィルタの寸法 

 

 
図 4. フィルタ部の 3D画像 

 

 
 

図 5. 実験基板 
 

図 6. 実験環境 
 

図 7. 分離した血漿成分 

3. 結果・結論 

 実験の結果, 赤血球が血球分離フィルタ部で捕捉され血漿成分が抽出されるのを確認した. また従

来のフィルタより長さを長くすることにより拡大フィルタに全血を流した時の全血の流れ方が判明し, 

血漿成分の分離能力の向上が期待できる. 

本研究は科学研究費助成事業基盤研究（課題番号 24360141）の助成による. 
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(a) (b) (c) 

(a) 従来のフィルタ形状 600×510μm 

(b) 拡大フィルタ形状   9000×9000μm 

(c) 本研究の形状     600×3000μm 

実験基板 
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